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◆ パナソニック・パナソニックシス
テムソリューションズ ジャパン：
新事業「現場 マルチ ネットワー
クサービス」の 提供を開始～

2025 年に累計 1,000 億円の販売目標を
目指す

　パナソニック株式会社（本社 :大阪府門
真市、代表取締役社長 :津賀一宏）とパナ
ソニックシステムソリューションズ ジャパ
ン株式会社（本社 :東京都中央区、代表取
締役社長 :片倉達夫）は、2021年4月1
日に、新事業「現場マルチネットワークサー
ビス」注1）の提供を開始します。同時に本
事業をダイナミックに推進するため、全体
のハブ機能を担うネットワークサービス事
業センターを立ち上げ ます。
　当社は、人やモノの動きをデジタルデー
タとしてとらえ、サイバー空間で分析し、
そこから生まれた新たな価値で経営課題を
解決する「現場プロセスイノベーション」
を主力事業に掲げています。
　2020年 7月にこれを実現するための
コア事業として、「現場センシングソリュー
ション」を発表しましたが、この度ここに
並ぶもう1つのコア事業として、本事業を
発表致します。
　過去70年間にわたり防災無線や様々な
業界向け特化型無線分野において、端末か

らセンター設備までを結ぶシステムを提供
してきました。無線 のカバーエリアの現場
調査・シミュレーションや免許申請など、 
無線を導入する過程において必要な工程や
作業のノウハウがあります。この無線特有
の付帯業務を遂行できる知見と全国のサ
ポート体制を活かし、これまでのように 業
界特化型のネットワークシステムを提供す
るのみではなく、業界横断的にサービスと
して提供することで、様々なお客様にご利
用いただけると考え、本 事業を提供開始し
ます。
　具体的には、プライベートLTE注2）や
ローカル5G注3）など様々な活用が期待さ
れている セキュアなローカルネットワーク
と、当社が保有するタブレット端末やネッ
トワークカメラなどのつながる
エッジデバイスと、画像センシングなどの
ソフトウェア（ソリューションに、防災な
どの人の命にかかわるようなミッションク
リティカルな現場で使われてきた無線イン
フラを支える知見、体制を組み合わせるこ
とで、より多くの業界のお客様に提供する
というものです。そして、これらをサービ
スとして切り出すことにより、今後は 様々
な役割のパートナー様にも使っていただけ
るビジネスモデルの構築を目指しておりま
す。また当社には無いエッジデバイスやテ
クノロジーをもつパートナー様との共創も
視野に入れております。
　パナソニックのエッジデバイス・ソフト
ウェアに加え、多くの知見を持つ 無線ネッ
トワークシステムをサービスとして提供す
ることにより、 経 営や社会の課題を根本的
に解決する鍵である「現場プロセスの改革」
を進め、現場と経営をつなげることで、「現

場プロセスイノベーション」を実現します。
本事業により2025年に累計1,000億円
の販売目標を目指します。
以下は本サービスの構成要素です。

1. 無線ネットワーク
① ネットワークラインアップ
・プライベート LTE（自営等BWA注4）/
sXGP注5）

　 既に実用化済みの自営等BWAに加え、
2021年6月にsXGPを発売予定。

・ローカル5G（（Sub6・SA）
　2022年4月発売予定。
　 なおローカル5Gについては、これまで
の無線事業やコンシューマー向け携帯電
話事業で培ったノウハウに基づき、ロー
カル用途に絞ったかたちでの構成として
いく予定です。認証・セキュリティ管理、
セッション管理、ポリシー制御等の機能
について、必要な機能、規模に絞った仕
様とすることで、コアネットワーク装置
と基地局の組み合わせで従来の5分1以
下の価格での提供を予定しています。ま
た、キャリア網との連携も可能とする中
継用リンク装置5G--GateWayは実用化
済み。

・Wi-Fi
　 IEEE802.11ac注6）用アクセスポイン
トは実用化済み。Wi-Fi6 は 2021 年
10月発売予定。
　 これらのネットワークが個々に機能を発
揮するだけではなく、それぞれのネット
ワーク間を繋ぎデータのやり取りを可能
とすることで、現場のニーズに合わせた
最適なネットワーットワークの提供を可
能にします。
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② ネットワークネットワークのマルチアク
セス制御を実現
　 現状のお客様の現場では、既設のWi-Fi
等と連携しつつ、LTE、5Gといった新
たなネットワを構築、導入したいという
要望があります。当社は、このような複
数のネットワークを統合的に管理・運用
するマルチアクセス技術の開発に着手し
ました。
　 その第一段階として、複数のPLMN-ID
（携帯電話の国際的な識別番号）を認証す
るLTEコアを2021年6月より販売を
開始します。共通の LTEコアで自営等
BWAと sXGP、それぞれのシステムの
SIM注7）を認証することができるため、
これらのネットワークの統合的な管理が
可能となります。これにより、例えば屋
外などの広域エリア（自営等BWA）から、
屋内エリア（sXGP）においてシームレ
スな移動が可能になります。
　 第二段階として、このLTEコアの開発の
ノウハウを活かし、2022年4月発売予
定のローカル5Gにおいては、LTE・・
5Gに加え、SIMを搭載しないネットワー
ク機器（Wi-Fi 等）も統合的に認証する
ことが可能な5Gコアを導入致します。
5Gコアで様々なネットワークの制御を
一元管理することで、複数のネットワー
クを統合的に運用しつつ、通信方式が異
なる端末ごとのQoS注8）制御も可能と
なります。またネットワークの管理も一

元化できるので、運用・管理コストを低
減することも可能となります。

③ 当社独自の画像伝送技術
　 当社には、、ビデオカメラなど映像機器
で長年培った画像圧縮など関連要素技術
を多数保有しております。この技術に加
え、HDコムなどのテレビ会議システム
で培った画像伝送技術を活用し、変動が
大きい無線回線でも、低遅延、滑らかな
画像を伝送する技術を導入致します。
　 5Gのような超大容量帯域にも追従可能
な無線回線の帯域推定技術で、画像の圧
縮率を無線回線の変動に合わせて調整す
ることで、違和感のない滑らかな映像を
実現します。

④ 電波伝搬シミュレーション技術
　 防災無線や業界向け無線分野に加えて、
通信キャリアの伝搬シミュレーションに
も対応してきた経緯から、精度の高い電
波伝搬シミュレーションの実施が可能で
す。加えて、お客様の環境にて電波伝搬
測定、周囲との干渉調査など、システム

を導入する際に必要な専門知識の伴う作
業支援が可能です。

2.ソフトウェア・アプリケーション
　現場センシングソリューションのような
画像認識やタブレット端末のアプリケー
ションなど、パナソニックの様々なソフト
ウェア・アプリケーション・を提供し、現
場の課題解決をサポートします。例えば、
物流現場で荷分け作業の効率を上げたい場
合に、カメラを通じて作業者の移動距離を
センシングしたり、仕分けする荷物側にプ
ロジェクターで種別を投影するなど、現場
に応じた様々なソリューションを提供して
います。今後はローカル5Gを活かした多
数のカメラセンシングや機器の遠隔操作な
ど、様々な現場の課題解決に資するソフト
ウェア・アプリケーションを創出してまい
ります。

3.エッジデバイス
　当社では、数多く数多くのエッジデバイ
スを自社開発しています。将来5Gとの接
続機能を搭載していく予定のエッジデバイ
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ス（タブレット端末・ウェアラブルカメラ
など）や、ゲートウェイ機器をつないでい
で5Gにつながるエッジエッジデバイス（セ
キュリティカメラなど）に加え、自社に限
らず様々なエッジデバイス（AGV・業務用
ロボットなど））も通じてデータを取得する
などのお客様のニーズに対応していきます。

4.サポート体制
　当社には、全国約約 70 拠点に総勢
1,100人の運用、保守を行うフィールド
サポート体制を擁しています。本サービス
を立ち上げにあたり、提案力強化のための
ネットワークコンサルタントの増強と、導
入・運用におけるサポートメニューも充実
させてまいります。　また、リモートサポー
トとして、ネットワークオペレーションセ
ンターも2020年10月に開設し、24時
間365日お客様のネットワークを遠隔で
監視する体制を構築しています。そこでは、
SIMカード発行 /貸与から、システムアッ
プデート、システム拡張 /追加、ヘルプ
デスク等々 万全の体制を整えております。

ネットワークだけでなく、エッジデバイス
やソフトウェア・アプリケーションの運用・
保守に至るまで、END to ENDでお客様に
寄り添うサポートを充実させてまいります。

【現場マルチネットワークサービス料金につ
いて】
・ 機器費用 :ネットワーク構成・基地局数等
の詳細については個別見積にて承ります。
・ サポート費用 :①導入・構築サポート……
個別見積個別見積
　②運用サポート……月額12万円より

【本サービスの提供開始時期】
2021年4月1日
　4月1日サービス開始時点の提供可能
機器は、プライベート LTE（自営BWA）
とWi-Fi になります。プライベート LTE
（sXGP）は21年 6月、ローカル5Gは
22年4月を発売予定としております。導
入時期を見越した、事前の検討からご相談
を承ります。

【サービスロードマップ】
・ 2021年度は、プライベートLTE、及び
Wi-Fi でのご提供を開始致します。
・ ローカル5Gは、2022年度発売に向け
コンサルティングを開始致します。

【今後の展開】
■ローカル5Gラボ（仮称）
　2021年 1月 13日に SAシステムの
実験試験局免許を取得済みで、2021年
春頃よりローカル5Gを体感していただく
フィールドとして公開予定です。

注1） 商標出願中

注  2）プライベートLTEは、2.5GHz帯を
利用した免許を必要とする自営等BWA
と1.9GHz帯を利用した免許を必要とし
ないsXGPの2種類がある。これらは、
通信事業者が提供しているLTEと同じ
品質のネットワークを、自敷地内に基
局を設置することで限られた範囲内で使
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えるシステム。利用者が多く干渉の多い
Wi-Fi に比べ、免許制のLTEでは干渉な
く高セキュリティの通信が実現できる。

注  3） ローカル5Gとは、通信事業者では
ない企業や自治体が、一部のエリアまた
は建物・敷地内に専用の5Gネットワー
クを構築する方法。運用するには無線局
の免許を取得する必要があり、2019年
に申請受付が開始している。
独立したネットワークのため外部環境に
左右されず、ネットワークの輻輳などが
起きにくく、外部から切り離されたネッ
トワークを希望する事業者にとってもセ
キュリティ面のメリットがある。

注  4）LTE技術による2.5GHz帯の周波数
帯の電波を用いた企業が自らの建物や敷
地内でスポット的にネットワークを構築
し利用可能とした無線通信システム。地
域BWAと自営BWAの2種類が存在し、
今回紹介内容では主に自営BWAでの利
用を示すもの。

注  5）プライベート LTE sXGPは、自営
PHSの後継機として規格された LTE
ベースの通信システムで、免許不要の
1.9Ghz 帯の周波数を利用する LTE方
式に準拠している。2020年7月に音
声サービスが終了した公衆PHSの周波
数帯を活用して運用帯域の拡張が行われ
た。

サービスロードマップ

ローカル5Gラボ（仮称）

注  6）11nの10倍以上の高速通信が可能
なWi-Fi（無線LAN）規格。2013年に
Wave1（第一世代）が登場し、2015
年にさらに高速Wave2（第二世代）が
登場した。

注  7） 加入者を特定するための ID番号が記
録された ICカード。特定の通信事業者
が発行したSIM以外を受け付けないよ
うに端末側にプログラムを仕込む。

注  8） QoS（Quality of Service）はネッ
トワーク上で提供するサービス品質。
ネットワークの機器にQoSを実装する
ことで、特定の通信を優先して伝送させ
たり、帯域幅を確保することができる。

▼「現場マルチネットワークサービス」の
ウェブサイト ::
https://biz.panasonic.com/jp-ja/
gembaja/gemba-multinetwork-service
【お問い合わせ先お問い合わせ先】
パナソニックシステムお客様ご相談セン
ター
電話 0120-878-410（受付：9時～17
時30分＜土・日・祝日は受付のみ＞
【報道関係者様 お問い合わせ先】パナソニッ
ク株式会社 コネクティッドソリューション
ズ社　パブリックリレーションズ部
Email:em-prpart@ml.jp.panasonic.com


